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装置の特長

• プリント配線板製造工程の現像処理などで使用される処理液において、有効成分である炭酸ナトリウム濃度
を自動分析し、補給液の自動補給（信号出力）を行う分析装置です。

• 処理が進むに伴い増加するドライフィルムレジストや液状レジストの溶解量を、参考値として測定することが
可能（要相談）となり、液更新の目安などに活用して頂けます。

• 分析の都度、センサー部の洗浄を行います。
• パラメーターの変更により、最適な分析・補給の管理を行います。
• 生産ラインへのスペックインが容易です。
• 処理液の使用量削減、分析・補給作業員の人件費削減など、コストダウンが図れます。

装置スペック

管理項目 / 分析方法

1. pH値 / ガラス電極法
2. 炭酸ナトリウム濃度 / 中和滴定法
（分析精度 ±2.0％）

3. レジスト溶解量 / 中和滴定法
※レジスト濃度は参考値としての精度になります

補給方法
分析結果に基づいて、補給ポンプを制御します。
※補給方法は応相談

分析時間 約15分

■ 機能

装置本体イメージ

No. M-01 (Ver. 02)

■ 仕様

本体寸法 / 重量 幅385×高さ470×奥行455(mm) / 30kg

架台寸法 / 重量 幅465×高さ930×奥行425(mm) / 20kg

所要電源 AC100V（±10％）、60/50Hz、3Pアース付（単独アースが必要）

消費電力 200VA(max)

■ オプション （下記以外にも多数取り揃えております）

異常警報 パトライト、各種シグナルタワー

データ通信 CC-Link、ＲＳ-232C、ＲＳ-485、4-20mA通信、外部制御、等



システム概要

分析フローチャート

注1）トラブル防止のため補修用部品・消耗品は弊社指定の純正部品・試薬をご使用下さい。

注2）仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

注3）分析精度を維持するために、専門的な知識を有したスタッフによる定期的な点検や調整が必要になり
ます（有償）。

洗浄

装置内のポンプにより自動採取します。

分析試薬を用いて自動分析し、分析結果をプリントアウト及びUSBメモリへ
自動保存します。（オプションでデータ通信も対応可能）

開始

サンプリング

分析

補給量計算

補給信号出力

分析結果から、処理液濃度を任意に設定した濃度に回復するための補給液の必要
量を、自動計算します。

分析装置からの出力信号で補給ポンプを制御し、処理槽へ補給液を補充します。

反応セルやセンサー部を自動洗浄し、次回分析まで待機します。

任意に設定された時間毎に動作を開始します。

お問合せ窓口

データ記録
（USBﾒﾓﾘ）

本 社
東 京支 店

〒652-0806 兵庫県神戸市兵庫区西柳原5番26号
〒110-0016 東京都台東区台東2丁目26番11号

TEL(078)682-2307（直通）
TEL(03)3832-8037（直通）


